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訓
練
セ
ン
タ
ー
は
開
設
以
来
、
多
く
の

利
用
者
の
社
会
復
帰
を
成
し
遂
げ
、
地
域

生
活
に
お
け
る
「
安
全
・
安
心
」
を
確
保

し
、
社
会
生
活
に
お
け
る
障
害
者
意
識
の

変
革
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

利
用
者
の
現
状
は
、
脳
血
管
疾
患
で
中

途
に
障
害
を
負
わ
れ
た
方
が
約
7
割
を
占

め
、
そ
の
後
遺
症
と
し
て
高
次
脳
機
能
障

害
を
有
す
る
方
は
約

6
割
の
状
況
で
す
。

ま
た
、 

4

5
才
以
上
の
方
が
約
6
割
を
占

め
、
稼
動
年
齢
層
の
利
用
者
が
多
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
の
人
た
ち
が
主
体
的
な
社

会
参
加
や
新
た
な
生
活
を
構
築
す
る
上
で

訓
練
施
設
等
の
役
割
は
、
と
て
も
必
要
で

あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
中
途
障
害
者
の
人
た
ち
が
、

主
体
的
な
社
会
参
加
を
行
う
上
で
障
害
者

福
祉
施
策
の
中
で
自
立
生
活
訓
練
セ
ン

タ
ー
と
い
う
リ
ハ
ビ
リ
支
援
機
関
が
し
っ

か
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
社
会
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
を
担
う
身
体
障
害
者

更
生
施
設
(
自
立
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー
)

は、

一
定
の
期
間
、
職
員
の
支
援
を
得
て

新
し
い
自
分
を
発
見
し
な
が
ら
、
退
所
後

の
生
活
に
じ
っ
く
り
と
向
き
合
い
、
新
た

な
人
生
を
つ
く
っ
て
い
く
機
会
を
提
供
す

る
場
で
あ
り
、
退
所
後
の
ゴ
ー
ル
が
職
業

生
活
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
人
生
の

中
途
で
障
害
を
も
っ
た
人
た
ち
が
、
社
会

人
と
し
て
の
生
活
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め

の
場
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
役
割
で

す。
し
か
し
、

課
題
の
ー
っ
と
し
て
、

自
立
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー
郎
長

岩
田

宏
之

回
復

期
リ
ハ
医
療
か
ら
障
害
者
福
祉
へ
移
る
時

に
、
ど
う
し
て
も
時
間
的
な
空
白
が
生
じ

や
す
い
状
況
に
あ
る
こ
と
で
す
。
具
体
的

に
は
、
障
害
者
手
帳
の
取
得
や
区
分
認
定

の
期
間
を
、
入
院
の
期
間
で
し
の
ぐ
の
は

病
院
に
と
っ
て
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で

す。
医
療
は
ど
ん
ど
ん
短
縮
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
多
く
の
病
院
が 
3
1
4
ヶ
月
の
入

院
期
間
の
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
医

療
と
障
害
福
祉
の
間
に
時
間
的
な
空
白
が

生
ま
れ
ま
す
。
障
害
福
祉
へ
の
移
行
が
、

病
院
に
と
っ
て
円
滑
な
支
援
の
形
で
は
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
課
題
で

す。
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、
関
係
機
関
(
回

復
期
リ
ハ
病
棟
・
市
町
障
害
福
祉
課
・
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
-
障
害
者
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
・
老
人
保
健
施
設
等
)
を
回
り
広
報
に

努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
障
害
者
分

野
の
自
立
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー
(
身
障
更

生
施
設
)
が
認
知
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
支
援
が
そ
の
人
の
生
活
や

人
生
の
構
築
に
必
要
か
で
支
援
の
展
開
が

き
ま
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
更
に
地
域
を

回
り
、
地
域
で
働
い
て
い
る
関
係
者
、
地

域
の
相
談
支
援
や
、
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
事
業
所
等
と
の
連
携
と
協

働
を
強
化
し
必
要
な
方
に
情
報
が
届
き
、

必
要
な
時
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
な
ら
び
に
、
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



運
営
方
針

I 

(
イ
)
自
立
訓
練
(
生
活
訓
練
)
高
次
脳
機
能
障
害
者
対
象

(
ウ
)
施
設
入
所
支
援

(8)
危
機
管
理
基
本
指
針
に
基
づ
く
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
確
立
(
継
続
)

利
用
者
の

「安
全
・
安
心
」
の
確
保
は
、
事
業
団
の
自
信
す

「利
用
者
へ
の
質
の

家
族
と
の
協
働
を
中
心
と
し
家
族
支
援
の
あ
り
方
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
形
成
し
、
実
施
す
る
�
 

e

ま
た
、
総
合
リ
ハ
あ
り
方
検
討
会
へ
の
積
極
的

参
加
を
行
い
、
総
合
リ
ハ
内
で
の
シ
�
 
l
ム
レ
ス
ケ
ア
の
具
体
的
実
施
に
向
け

検
討
を
進
め
る
。
�
 

O

l

「自
律
し
た
施
設
運
営
」
を
目
標
に
安
定
し
た
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
の

運
営
を
行
う
。

回
復
期
リ
ハ
病
棟
の
退
院
促
進
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
に
伴
い
利
用
率
が

低
下
傾
向
に
あ
る
中
、
利
用
者
ニ
�
 ズ
の
多
機
化
・
高
度
化
に
対
応
し
、
訓
練

自立からの風だより	 7号

E
 。
自
立
生
活
訓
練
課
は
、
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
地
域
で
支
え
合
う
仕

O
組
み
づ
く
り
、
福
祉
と
医
療
の
連
携
に
よ
る
事
業
の
推
進
、
人
材
育
成
と
働
き

が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
、
経
営
基
盤
の
安
定
・
強
化
を
目
指
し
た
事
業
を
展

開
す
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
中
央
病
院
と
の
連
携
強
化
、
関

係
機
関
等
へ
の
働
き
か
け
を
推
進
し
利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
。
�
 

自
立
生
活
訓
練
課
の
事
業
計
画

高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
」
の
基
盤
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
2
1
年
度
に
策
定
し
た

「兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団
危
機
管
理
基
本
指
針
」
に
基

ク
ラ
ブ
活
動
を
導
入
し
、
発
表
の
場
の
創
出
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

づ
き
、
施
設
の
安
全

・
安
心
総
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
諸
課
題
の
解
決
に
取

と
連
携
し
た
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
促
進
を
行
う
。
ま
た
、
科
学
的
評

り
組
む
。

・
安
全
・
安
心
総
点
検
の
実
施
(
継
続
)

・
危
機
管
理
委
員
会
の
開
催
(
年
3
回
)
�
 

-
各
種
災
害
想
定
の
避
難
訓
練
及
び
地
域
と
の
合
同
訓
練
の
実
施
(
拡
充
)

.
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

や
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
の
た
め
に
、
施
設
の
持
つ
専
門
的

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
有
効
に
活
用
し
、
当
施
設
の
持
一
�
 
(
1
)
家
族
と
の
協
働
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
(
拡
充
)

つ
機
能
を
社
会
に
還
元
し
な
が
ら
、
陣
容
者
自
立
支
援
法
下
の
事
業
と
し
て
市
町
村
一
高
次
脳
機
能
障
害
を
持
た
れ
た
方
に
と
っ
て
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
キ
�
 パ

!

と
連
携
を
図
る
。

一ソ
ン
と
な
る
家
族
の
方
に
焦
点
を
当
て
、
障
害
を
持
た
れ
た
状
態
か
ら
の
変
化
や
継

ム
を
形
成
し
、
障

(
1
)
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
(
継
続
)	 

害
理
解
を
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ス
な
地
減
移
行
が
出
来
る
よ
う
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ

(
2
)
施
設
運
営
協
議
会
の
活
用
(
継
続
)	

ム
と
し
て
、
検
討
を
含
め
た
実
施
を
行
う
。
�
 

地
域
の
主
要
な
機
関
、
行
政
等
に
参
加
い
た
だ
き
、
施
設
を
知
っ
て
い
た
だ
き
地

域
生
活
を
ス
ム
ー
ス
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
に
視
点
を
置
い

た
検
討
を
行
う
@
 

l

l

3
)
利
用
者
の
自
主
性
・
主
体
性
の
向
上

価
を
用
い
た
�
 
調
査
を
実
施
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
す
。

C
C
F

医
療
・
福
祉
の
連
携
モ
デ
ル
事
業
を
先
導
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
リ
ハ
医
療

な
情
報
を
拙
提
供
す
る
。

タ
リ
ン

グ
に
て
進
捗
状
況
を
利
用
者
と
臓
員
が
相
互
に
把
握
し
な
が
ら
利
用
者
の
主
体
性
に

基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
鑓
供
に
努
め
る
。

l
等
に
よ
る
借
導
研
修
事
業

一
統
的
に
対
応
の
必
要
な
点
を
実
際
の
対
応
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
�
 

一

(
1
)
外
部
専
門
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ

障
害
児
者
施
設
に
お
い
て
、
平
成
2
0

l

年
度
か
ら
外
部
の
専
門
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ

の
指
導
に
よ
り
障
害
児
者
施
設
の
個
別
支
援
計
画
作
成
の
考
え
方
や
記
載
方
法
の
統

一
化
、
そ
れ
を
進
め
る
リ
ー
ダ
ー
職
員
の
意
議
醸
成
と
資
質
の
向
上
を
図
る
。
ま
た

(
3
)
神
戸
市

自

立

支

援

協

議

会

等

と

の

連

携

強

化

(

継

続

)

医

療

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
対
人
援
助
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る

障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
の
推
進
の
中
核
的
役
割
を
担
う
神
戸
市
西
区
地
峻
自
立
職
員
一
人
ひ
と
り
の
資
質
(
力
量
)
が
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
計

支
援
協
議
会
に
身
体
障
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
画
し
、
関
係
機
関
(
当
事
者
団
体

・
画
的
に
有
為
な
人
材
の
確
保
・
育
成
を
行
う
。

家
族
会
、
保
健
・医
療
・
教
育
・
労
働
の
関
係
機
関
、
行
政
機
関
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、

相
談
支
援
事
業
者
な
ど
)
と
の
連
携
強
化
に
合
わ
せ
、
当
事
者
参
加
を
新
た
に
行
い
、

地
域
の
福
祉
課
題
に
積
回
倒
的
に
取
り
組
む
。
�
 

事
業
団
慾
章
・
臓
員
倫
理
綱
領
の
普
及
・
定
着
化
(
継
続
)

(
2
)
人
材
育
成
基
本
方
針
の
推
進
(
継
続
)

3
年
を
経
過
し
た
こ
と
及
び
新
経
営
1
0
か
年
計

(
l
)

(
4
)
体
験
型
グ
ル
ー
プ
ホ

i
ム

モ

デ

ル

準

業

(

継

続

)

人

材

育

成

基

本

方

針

が

策

定

後

ハ
ー
フ
ウ
ェ
イ
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
地
媛
あ
る
い
は
施
設
で
生
活
さ
れ
る
方
の
安
一
画
に
基
づ
く
人
材
育
成
に
関
す
る
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
人
材
育
成
基
本

全
安
心
な
生
活
の
確
保
の
た
め
、
神
戸
市
よ
り
委
託
さ
れ
実
施
し
て
い
る
が
、	

「地
一
方
針
検
討
委
員
会
に
お
い
て
人
材
育
成
基
本
方
針
を
見
直
し
、
改
定
す
る
と
と
も
に
、

地
域
定
着
」
を
実
現
す
る
た
め
の
ツ
�
 ル
と
し
て
の
有
用
一
次
の
検
討
項
目
に
つ
い
て
具
体
案
を
作
成
し
、
実
施
可
能
な
内
容
か
ら
実
施
す
る
。

(3)
人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
く
研
修
等
の
実
施
(
継
続
)

の
実
施

l

l
)
O
J
T

l

域
生
活
移
行
」
さ
ら
に

「

性

を

発

回

押

し

、

充

実

し

て

い

く

。

一

ス
の
有
効
活
用
(
拡
充
)

非
正
規
職
員
の
戦
力
化
に
向
け
た
研
修
体
制
を
実
施
す
る
。

(2)
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
実
践
運
動
の
推
進
(
継
続
)

OO
施
設
の
業
務
全
般
に
わ
た
る
改
善
に
対
す
る
取
り
組
み
を
、
鑑
設
の
職
場
課
題
に

応
じ
て
実
施
し
、
自
己
評
価
を
補
完
す
る
。
ま
た
他
の
施
設
と
の
相
互
評
価
を
行
い
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

(3)
サ
ー
ビ
ス
評
価
事
業
(
自
己
評
価
)
に
向
け
て
の
取
り
組
み
(
継
続
)

サ
ー
ビ
ス
評
価
基
準
等
に
基
づ
く
自
己
評
価
を
年
間
2
回
実
施
す
る
。
-
回
目
は
‘

験
員
及
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
し
て
、
�
 2
回
目
に
そ
の
確
認
を
行
う
。
�
 

(
4
)
専
門
織
種
連
絡
会
の
参
加
(
継
続
)

利
用
者
支
援
の
向
上
等
を
目
的
と
し
て
、
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
、
施
設
看
穫
師

等
の
情
報
の
共
有
と
共
通
課
題
の
解
決
等
を
図
る
た
め
の
職
種
別
連
絡
会
へ
出
席
し
、

伝
達
研
修
を
行
い
留
守
門
職
と
し
て
の
更
な
る
意
識
の
酸
成
を
行
う
。

管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
連
絡
会

施
設
看
護
師
連
絡
会

(
5
)
当
事
者
等
の
連
機
強
化
(
継
続
)

利
用
者
団
体
で
あ
る

「自
立
の
会
」
と
の
懇
談
を
通
じ
選
、
営
に
反
映
し
て
い
く
。
�
 

(
5
)
自
動
車
運
転
コ

な
訓
練
や
認
定
事
業
を
実
施
し
、
介
助
犬
及
び
聴
導
犬
の
適
正
な
普
及
促
進
を
図
る
。
一

地
域
の
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
交
通
安
全l
教
室
を
運
転
練
習
コ
ー
ス
を
使
用
一
�
 
2
)
事
業
団
ア
カ
デ
ミ
ー
や
各
種
専
門
研
修
会
等
の
参
加

し
、
実
際
の
信
号
機
、
標
識
を
用
い
、
実
際
の
機
断
歩
道
を
利
用
す
る
リ
ア
ル
な

「交
一
�
 3
)
介
護
福
祉
士
等
の
計
画
的
養
成

・
資
格
取
得
の
推
進
の
た
め
の
受
験
講
座
の

通
安
全
教
室
」
と
し
、
神
戸
市
市
民
参
画
課
と
連
携
し
、
神
戸
市
に
お
け
る
認
知
度
一
開
催

を
高
め
、
通
常
の
交
通
安
全
教
室
に
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
一
(
4
)
研
究
成
果
発
表
等
の
発
表
機
会
の
提
供

よ
り
リ
ア
ル
な
「
交
通
安
全
教
室
」
と
す
る
。
ま
た
、

「ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
フ
エ

ス
タ」� 
-

全
国
リ
ハ
研
究
会
・
兵
庫
リ
ハ
ケ
ア

を
実
施
し
、
障
害
者
の
運
転
技
術
の
向
上
と
安
全
運
転
の
普
及
を
図
る
。
一

(
6
)
介
助
犬
及
ぴ
聴
導
犬
訓
練
・
認
定
事
業
の
実
施
�
 

-

身
体
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
支
援
す
る
た
め
に
、
身
体
障
害
者
補
届
圃
司
自
制
盟
国
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

助
犬
法
に
基
づ
く
介
助
犬
及
び
聴
導
犬
の
訓
練
事
業
者
及
び
認
定
法
人
と
し
て
適
正
一
�
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

‘
 


件

一

日

中

活

動

�

 

ah
i
-
-
B
E
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

一
�
 

(
6
)
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
事
業
の
推
進
(
継
続
)

l

兵
庫
県
障
害
者
芸
術
文
化
祭
作
品
展
参
加
・
障
害
者
団
体
が
主
催
す
る
作
品
展
に

参
加
し
、
障
害
者
の
芸
術
文
化
活
動
の
推
進
を
図
る
。
�
 

(
7
)
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
新
サ
ー
ビ
ス
体
系
事
業
実
践
体
制
の
検
討
・
確

立
(
継
続
)

-
)
個
別
支
援
サ
イ
ク
ル
の
実
践
・
定
着
化	

個

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
・
�
 3
ヶ
月
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
い
う

「ズ

l

0
2
4
年
度
目
標
・
介
助
犬
3
件
、
聴
導
犬

(
7
)
個
性
と
魅
力
の
あ
る
施
設
の
実
現
(
継
続
)

-

)

自

動

車

運

転

習

熟

訓

練

一

的

リ

ハ

機

能

の

必

要

性

を

更

に

ア

ピ

ー

ル

し

て

い

く

た

め

、

当

セ

ン

タ

ー

の

特

安
全
・
安
心
」
を
テ
�
 マ
と
す
る
地
域
生
活
の

一
助

と

一

色

と

メ

リ

ッ
ト
を
ホ

D
V
D作
成
に
よ
り
障
害
者
や
医
療
機
関
等
へ
の
働
き
か
け
を

ム
ペ
�
 
ジ
を
と
お
し
て
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
パ

な
る
自
動
車
運
転
に
つ
い
て
大
き
く
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
一

l

l

経
営
基
盤
の
強
化
(
継
続
)

1
2
0
以
上
・
施
設
入
所
1
2
0
 

訓
練
セ
ン
タ
ー
の
役
割
・
機
能
を
高
め
積
極
的
に
実
践
す
る
と
と
も
に
社
会

l
)

一
�
 

別
支
援
サ
イ
ク
ル
」
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
ニ
�
 

地
域
に
お
け
る

「

ン
フ
レ
ッ
ト
や

は
あ
る
が
、
更
に
注
意
力
、
判
断
力
等
に
お
い
て
障
害
と
な
る
高
次
脳
機
能
一
積
極
的
に
展
開
し
利
用
者
の
掴
り
起
こ
し
を
行
う
。

障
害
者
の
自
動
車
訓
練
に
つ
い
て
の
訓
練
に
も
着
目
し
行
う
。

2
)
高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

一
(2)
鴫
職
員
の
安
定
配
置
(
継
続
)

一
(3)
財
務
体
制
の
強
化
(
継
続
)

の
調
墜
と
実
現
を
行
う
。

2
)
新
サ
ー
ビ
ス
体
系
に
基
づ
く
事
業
の
実
施

(
ア
)
自
立
訓
練
(
機
能
訓
練
)

(l)
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街、¥鹿、¥錫¥¥

)Jノ佳ノ� 員ノノη


B

、¥、、，� 
，，，� 島中l

j
田貝援支

�
 

¥
 l

恵子千野笹 長課 世
+工

この度、3年間の育児休暇を経て復帰す
ることとなりました笹野といいます。慣れ
るまで暫くかかると思いますが、新たにー
から頑張りたいと思いますので、よろしく
お願いします.

援貝
E

支
�
 

¥
 1
h
E

，，
 


4
H
H

藤 久史

4月から自立生活訓練センターに勤務
しています。訓練センターの皆様が毎日、
一生懸命訓練されている姿に励まされて
います。私自身も皆犠と共に頑張りたい
と思います。よろしくお願いします。

¥、 
l
e
a
r

歩上井員援支

この� 4月より� 3階支援員として勤務し
ています。4年ぶりの職場復帰、新たな気
持で頑張りたいと恩います。どうぞよろし
くお願いいたします。
ちなみによく年齢不詳と言われるのです
が、年齢は� 38歳です ・・� . 

6月から訓練課でお世話になることに
なりました加藤と申します。
これまでは、淡路島で障がいをお持ちの方
の地域支援を行ってきました。
まだまだ勉強することばかりですがよろ
しくお願いします。

¥
¥
l
l
 

4月より赴任してきました理学療法士
の安政です。病院とは違う施設で働くのは
初めてなので気分も新たに新鮮な気持ち
で勉強していきたいと思います。宜しくお
願い致します。� 

尚子政安+玄療 士学理
�
 

'
 

¥ 

) 支 援 員 問 中 伸 治 )支援員町三

この� 6月より、自立生活 縁あって� 4年ぶりに自立生

¥
t
j

織香井長員援支
�
 

4月から支援員として勤務していま
す。利用者のみなさまが自立した生活を
送れるよう支援していきたいと思います
ので、どうぞよろしくお願いします。

訓練センタ-3階で、支援員として勤
務しております。これまで約20年間営
業職でした。分からないことが多くあり、
日々勉強させてもらっています。自分の
経験が活かせるように頑張りたいと，思
います。どうぞよろしくお願い致します。

活訓練tント支援員として勤務することに
なりました角野です。

利用者のみなさんから1¥"ワーをもらえる
という当tント特有の恩恵を受けてがんば
ります。
よろしくおねがいします。� 

¥
¥
1
1
j

甲
木

甲
木久養士栄

¥
¥
1
2

』，，�
 管理 代士養栄

�
 

松岡三枝 ) 支援員村田美香子�  

8月から支援員としてお世初めまして、松岡三枝です。よろしくお 6月から産休に入られた大山管理栄養
願い致します。業務がスムーズに進める事 士の後任として勤務しております管理栄

話になることになりました村田です。3月
まで幼稚園で発達障害のある子供たちに関

ができるよう日々勉強している毎日です、 養士の久保と申します。給食・栄養面で
皆さんに信頼され愛される栄養士になりた 利用者の皆様の支援をさせていただきま
いと思いますので、よろしくお願い致しま す。どうぞよろしくお願いいたします。� 
す。� 

わる仕事をしていました。大人の方に関わ
るのは初めてなのですが、信頼される支援
員を目指して頑張りたいと思います。� 

恥

¥ 

)看護師河内節子�  )間大森えみ�  ) 看護師戎井みき

7月から、勤務させて頂いている河内で
す。垂水のデイケアで働いていました。今� 
3週間経った所ですが、新しい事を覚える
のに苦戦しています。早く、利用者さんに
も慣れて、役立てるよう頑張りたいと思い
ますのでよろしくおねがいします。� 

4月から訓練センターで看護
師としてお世話になる事になりました大
森です。訓練に励む利用者様から毎日学
ばせて頂く 事が多く 、利用者様に寄り添
う看護が提供できるよう努力していきた
いと考えております。ご指導よろしくお
願い致します。

-.I看護師鈴問佐和子�  

中3女、小6男，小� 1男の� 3人の子供
に囲まれ日々奮闘中です。ブランクもあ
り施設勤務も初めてで、分からない事だ
らけです。ご迷惑をお鍋けすることがあ
るとは恩いますが宜しくお願い致しま
す。� 

‘ 
喜久代

2女の子育てを経て� 3年の
ブランクがあり、少々ガタも出てますが

7月から勤務しています、よろしくお願 精一杯しがみついて頑張る所存でござい
いします。 ます。ご迷惑をおかけすることもあるか

と恩いますが温かく見守りつつ叱時激励
していただければ幸いです。
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プログラム紹介 

(高次脳プログラム ABCD) 

当センターでは、高次脳機能障害に対するプログラムを各障害別の症状に合わせて実施しています。
主に作業療法士と支援員で協力してプログラムを運営しています。障害特性に合わせた訓練を実施することで、訓練目的
や段階付けなどを詳細に設定することができ、訓練効果が期待できます。またグループ訓練を通して、他者を見て自己を
振返るなど自分を客観視する機会にもなり、障害に対する自己認知が高まり易くなります。各グループの紹介をします。

利
用
者
6
1
8
名
を
対
象
と
し
、
週
一
利
用
者
8

1
川
名
を
対
象
と
し
、
週

一

利
用
者
7
1
8
名
を
対
象
と
し
、
週

1
回・ 

2
時
間
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
一 
1
回
・ 

1
回
に
つ
き 
2
時
間
程
度
実
施
一 

1
回・ 

1
時
間
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

主
に
、
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
一
し
て
い
ま
す
。
主
に
、
集
中
力
が
続
か
一
失
語
レ
ベ
ル
を
重
度
・
軽
度
と
分
け
、

い

、

作

業

を

途

中

で

や

め

て

し

ま

う

一

一

一
ず
、
落
ち
着
き
が
な
い
、
複
数
の
事
柄
一
症
状
に
応
じ
た
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

仕

事

を

順

序

よ

く

こ

な

せ

ず

予

定

し

て

一

一

い
た
時
間
よ
り
多
く
か
か
っ
て
し
ま
一
を
同
時
に
進
行
で
き
な
い
な
ど
注
意
機
一
関
し
て
い
ま
す
。

う
、
臨
機
応
変
に
対
応
が
で
き
な
い
、
一
能
の
低
下
が
み
ら
れ
る
方
を
対
象
と
し
一
訓
練
目
的
は
、
重
度
レ
ベ
ル
で
は
ゲ
|

複
数
の
作
業
を
こ
な
せ
な
い
、
金
銭
や
一
て
い
ま
す
。
訓
練
目
的
は
、
各
自
の
障
一
ム
を
通
し
て
、
発
話
・
発
語
の
機
会
を

時
間
の
管
理
が
で
き
な
い
、
行
き
当
た
一
害
へ
の
気
づ
き
ゃ
自
己
認
識
を
高
め
、
一
増
や
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

り
ば
っ
た
り
の
行
動
を
す
る
な
ど
の
方
一
代
償
方
法
を
習
得
す
る
こ
と
で
す
。
一
の
向
上
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
軽
度
レ

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

一
活
動
内
容
ま 

目
で
見
て
注
意
し
確
一
ベ
ル
で
は
、
よ
り
高
度
な
発
話
・
発
語

訓
練
目
的
は
、
計
画
・
実
行
・
振
り
一 

一

返
り
を
通
し
て
、
自
己
認
識
を
高
め
、
一
認
す
る
こ
と
(
視
覚
探
索
訓
練
)
や
、
一
に
加
え
、
社
会
に
必
要
と
な
る
書
字
能

問
題
点
を
明
確
化
し
、
そ
の
対
策
を
獲
一
話
し
て
い
る
人
に
注
意
を
向
け
て
聞
く
一
力
の
獲
得
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

得
す
る
こ
と
で
す
。
一
こ
と
(
聴
覚
注
意
力
訓
練
)
を
中
心
に
、
一
力
の
向
上
を
、
活
動
を
通
し
て
設
定
し

活
動
と
し
て
は
、
外
出
や
調
理
、
ゲ
ー
一
単
純
明
快
な
ゲ
ー
ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
一
て
い
ま
す
。

ム
の
企
画
運
営
な
ど
を
行
い
、
そ
の
都
一
シ
ョ
ン
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

度
振
返
り
、
何
が
難
し
か
っ
た
の
か
、
.

次
の
課
題
と
し
て
何
が
残
っ
た
の
か
確

認
し
て
い
ま
す
。

l
l

利
用
者
6
1
8
名
を
対
象
と
し
、
隔

週
1
回
・ 

1
回
に
つ
き 
1
時
間
程
度
実

施
し
て
い
ま
す
。
主
に
、
記
憶
障
害

に
よ
り
記
銘
力
が
低
下
し
た
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
記
憶
障
害
に
よ
り
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
出
来
な
い
こ
と

や
、
大
切
な
連
絡
事
項
を
忘
れ
て
し
ま

う
な
ど
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
記
銘
力

の
強
化
を
促
す
グ
ル
ー
プ
訓
練
を
中
心

に
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
ト

ラ
ン
プ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
楽

し
み
な
が
ら
訓
練
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
の
朝
礼

時
に
マ
イ
ノ 

卜
を
持
参
し
て
も
ら

い
、
連
絡
事
項
を
各
時
で
記
入
し
、
朝

礼
直
後
に
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
で
連
絡

事
項
の
再
確
認
を
行
い
、
そ
の
場
で
確

認
し
記
録
す
る
習
慣
づ
け
を
行
い
、
メ

モ
リ
ー
ノ
ー
ト
の
習
慣
化
の
練
習
に
繋

l
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看
護
師
と
し
て
パ
リ
バ
リ
と
働
い
て

訓
練
課
に
来
て
ま
ず
衝
撃
を
受
け
た
こ

い
た
矢
先
、
ま
さ
か
の
自
分
が
交
通
事

故
に
遭
い
救
急
車
で
運
ば
れ
る
と
は

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た 
2
年
前
の 
1
月、

私
は
脊
椎
損
傷
で
下
半
身
が
全
く
動
か

な
い
身
体
に
な
り
ま
し
た
。

病
気
の
知
識
は
あ
っ
て
も
、
脊
椎
損

傷
の
患
者
さ
ん
が
退
院
し
て
か
ら
ど
ん

な
生
活
を
し
て
い
る
か
と
い
う
情
報
ま

で
は
知
ら
な
か
っ
た
し
、
周
囲
に
脊
椎

損
傷
の
患
者
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

し
、
今
後
一
体
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
不
安
な
気
持
ち
を
打
ち

消
す
か
の
よ
う
に
必
死
に
リ
ハ
ビ
リ
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
る
で
暗
闇
の
ト

ン
ネ
ル
を
闇
雲
に
歩
い
て
い
る
よ
う
な

感
覚
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
年
の
入
院
生
活
を
経
て
入
所
し
た

と
は
、
同
じ
よ
う
な
障
害
を
持
っ
た
み

ん
な
は
き
っ
と
相
当
が
む
し
ゃ
ら
に
リ

ハ
ビ
リ
を
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

思
っ
た
ら
む
し
ろ
逆
で
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
ゆ
っ
く
り
と
リ
ハ
ビ
リ
を
進
め
て

い
た
こ
と
で
し
た
。

私
の
勝
手
な
イ
メ
ー
ジ
で
毎
日
血
の

凄
む
よ
う
な
努
力
の
末
に
社
会
復
帰
と

い
う
道
が
待
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
最
初
は
ゆ
っ
く
り
ベ
ー
ス
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
焦
り
を
威
ゆ
じ
て
い
た
り
し

ま
し
た
。

で
も
所
外
訓
練
で
パ
ス
や
電
車
の
乗

り
方
を
覚
え
た
ら
一
気
に
活
動
範
囲
が

広
が
っ
て
、
行
き
た
い
場
所
や
や
っ
て

み
た
い
こ
と
を
友
人
や
セ
ラ
ピ
ス
卜
に

相
談
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

私
が
脳
出
血
で
倒
れ
た
の
は
、
東
日

だ
ほ
う
が
良
い
と
言
っ
て
く
れ
て
、
す

本
大
震
災
の
直
後
の
2
0
1
1
年 
3
月
ね

日
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
日
は
朝
か
ら
会
議
が
あ
り
、
自

転
車
で
会
議
の
会
場
に
行
き
ま
し
た
。

右
足
に
ち
ょ
っ
と
違
和
感
を
感
じ
ま
し

た
が
、
別
に
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
思

い
、
そ
の
ま
ま
自
転
車
を
漕
ぎ
ま
し
た
。

会
議
が
一
つ
終
わ
り
、
次
の
会
議
が

始
ま
る
ま
で
そ
の
ま
ま
座
っ
て
待
っ
て

い
ま
し
た
ら
、
次
第
に
体
が
右
側
に
傾

い
て
き
ま
し
た
。
立
つ
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
自
分
の
身
に
何
が
起
き

た
か
分
か
ら
ず
、
混
乱
し
て
き
ま
し
た
。

隣
に
座
っ
て
い
た
人
が
救
急
車
を
呼
ん

ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
た
。
近
く
の

救
急
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
す
ぐ
に
処
置

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
救
急
病
院
で
約
2
ヶ
月
を
過
ご

し
、
次
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
西
播

磨
病
院
に
移
り
ま
し
た
。
こ
の
病
院
で

5
月
半
ば
か
ら
川
月
半
ば
ま
で
約
5
ヶ

月
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
自
分
の
足
で

そ
の
病
院
を
出
る
こ
と
が
目
標
で
し
た

が
、
そ
の
目
標
は
か
な
わ
ず
、
車
い
す

の
ま
ま
退
院
し
ま
し
た
。
当
初
、
退
院

と
同
時
に
復
職
す
る
つ
も
り
で
し
た
が
、

ま
だ
車
い
す
か
ら
完
全
に
起
つ
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、 

3
件
目
の
リ
ハ
ビ
リ

ジ
さ
せ
て
も
ら
い
、
最
終
的
に
は
自
分
で

車
を
運
転
し
て
ど
こ
に
も
行
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
苦
手
だ
っ
た
料
理
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
自
分
の
手
か
ら

驚
く
よ
う
な
人
生
初
の
オ
ム
ラ
イ
ス
が
生

み
出
さ
れ
て
支
援
員
さ
ん
と
奇
跡
が
起
き

た
と
驚
い
て
み
た
り
、
車
い
す
仲
間
で
い

ろ
ん
な
お
庖
に
行
っ
て
は
ど
ん
な
お
庖
で

も
ご
飯
を
食
べ
に
行
け
る
こ
と
も
教
わ
り

ま
し
た
。

車
い
す
で
も
出
来
る
こ
と
が
沢
山
あ
る

こ
と
を
学
び
、
障
害
が
あ
っ
て
も
前
向
き

に
明
る
く
立
ち
向
か
う
姿
に
触
発
さ
れ
て
、

看
護
師
と
し
て
社
会
復
帰
し
た
い
と
い
う

願
望
が
現
実
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
車
い
す
ナ
|
ス
と
し
て

毎
日
充
実
し
た
気
持
ち
で
働
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
は
ま
だ
ど
う
な
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
見
え
る
景
色
を
ゆ
っ
く
り
楽

し
み
な
が
ら
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

施
設
と
し
て
、
自
立
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー

に
入
所
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
西
播
磨
病
院
か

ら
当
セ
ン
タ
ー
に
沢
山
の
人
が
入
所
し
て

い
る
の
で
、
少
し
も
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
入
所
し
て
か
ら
西
播
磨
病
院
で

仲
良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
た
人
に
よ
く
し

て
も
ら
っ
た
し
、
そ
の
人
を
通
じ
て
何
人

も
の
人
と
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
理
学
療

法
士
や
作
業
療
法
士
の
先
生
方
、
看
護
師

や
支
援
員
の
皆
さ
ん
、
栄
養
士
や
食
堂
の

人
た
ち
な
ど
様
々
な
人
た
ち
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

退
所
し
て
約 
4
ヶ
月
、
ま
だ
ま
だ
体
は

元
に
は
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、 

1
日
で
も

早
く
元
に
戻
れ
ば
と
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま

す。
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私
は
昨
年
6
月
に
脳
出
血
を
発
症
し
左
側

A

の
麻
痩
が
残
り
ま
し
た
。
こ
こ
、
自
立
生
活

訓
練
課
へ
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
西
播
磨

l

病
院
を
退
院
後
、
今
年
9
月
か
ら
の
復
職
を


目
標
に
昨
年
ロ
月
に
入
所
し
ま
し
た
。

B


当
初
の
大
き
な
訓
練
目
標
は
①
体
力
を
つ
け


る
こ
と
。
②
車
の
運
転
が
で
き
る
よ
う
に
な


る
こ
と
。
こ
の 
2
点
で
し
た
。
①
体
力
に
つ


い
て
は
フ
リ
ー
ウ
オ
|
キ
ン
グ
や
口 

ド
・


坂
道
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
毎
日
の
自
主
訓


練
(
寒
い
時
期
で
し
た
の
で
毎
夕
廊
下
を
一


時
間
歩
く
こ
と
に
取
り
組
む
中
で
徐
々
に
で


す
が
確
実
に
体
力
が
つ
い
て
い
る
と
実
感
す


る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。


②
の
車
の
運
転
に
関
し
て
は
身
体
の
麻
樺
だ


け
で
な
く
高
次
脳
機
能
障
害
(
特
に
私
の
場


合
は
注
意
欠
陥
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
の


で
)
そ
の
改
善
が
課
題
で
し
た
。


「
病
院
を
退
院
す
る
頃
に
は
ほ
ぼ
改
善
し
て


い
る
よ
う
に
は
言
っ
て
も
ら
っ
て
は
い
ま
し


た
が
・
・
・
・
」
こ
こ
に
入
所
後
も
高
次
脳
の
改


善
に
向
け
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
継
続
し
て


取
り
組
み
ま
し
た
。


具
体
的
に
は 

の
時
間
の
プ
リ
ン
ト
を

中
心
と
し
た
課
題
や
高
次
脳 

や
高
次
脳

と
い
っ
た
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ま
た
朝
の
グ

ル
ー
プ
学
習
な
ど
も
改
善
に
向
け
て
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
自
主
訓
練
と
し
て
は
市
販

の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
や
間
違
い
探
し
な
ど
の

パ
ズ
ル
本
。
ま
た
居
室
で
の
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
の
自
主
訓
練
に
は
毎
日
取
り
組
み

ま
し
た
。
(
脳
み
そ
工
ス
テ
と
い
う
フ
リ
ー

ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
口 

ド
し
て
使
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
お
す
す
め
で
す
。
)

特
に
退
所
・
復
職
が
間
近
に
迫
り
、
最

近
で
は
よ
り
復
職
後
の
仕
事
や
日
常
に
直

結
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す。
訓
練
課
で
は
坂
道
や
口 

ド
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
全
体
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
他
、
各
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
自
由
に
取
り
組
め
る
時
間
と
し
て
個

l

別
課
題
を
各
自
の
時
間
割
の
中
に
設
定
で

き
ま
す
。
私
の
場
合
は
週
六
時
間
(
ほ
ぼ

l

毎
日
一
時
間
で
す
が
)
個
別
課
題
の
時
聞


が
あ
り
、
学
習
室
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ


い
て
い
ま
す
。
担
当
の
先
生
か
ら
の
プ
リ


ン
ト
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
や
、
私
の


よ
う
に
や
り
た
い
本
を
持
ち
込
み
取
り
組


ん
で
い
る
者
な
ど
各
自
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ


せ
て
自
由
に
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ


て
い
ま
す
。


私
の
あ
る 
1
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介


し
ま
す
。


今
日
の 
1
限
目
は
学
習
で
し
た
。

私
は
現
在
休
職
中
で 
9
月
か
ら
は
高
校

の
数
学
教
師
と
し
て
復
職
の
予
定
で
す
の

で
、
今
日
は 
9
月
か
ら
の
授
業
で
使
う
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
問
題
集
(
数
学
1 

た
。 

の
予
習
(
授
業
準
備
)
を
し
ま
し

2
限
目
は 

で
し
た
。
判
分
間
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
に
向
か
っ
て
板
書
の
練
習
(
数

学
の
解
答
を
書
く
)
を
し
ま
し
た
。

午
後
の 
1
時
か
ら 
4
時
は
隣
接
の
能
力

開
発
課
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き

l
-
w
o
r
d
の
習
熟
練
習
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

少
し
前
ま
で
は
月
・
水
・
金
の
週
3
回


で
し
た
が
、
最
近
は
高
次
脳 

と
い
う
プ


ロ
グ
ラ
ム
が
新
た
に
入
っ
た
た
め
、
水
・


金
の
週 
2
回
(
各
三
時
間
)
行
か
せ
て
い


た
だ
い
て
い
ま
す
。


ま
た
、
先
日
自
動
車
の
習
熟
訓
練
(
火
・

木
二
時
間
× 
4
回
)
も
終
了
し
、
自
力
通

勤
の
目
途
も
た
ち
ま
し
た
。

自
動
車
の
習
熟
訓
練
を
希
望
し
、
入
所
さ

れ
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
障
が
い

H
A
B

O
T

A
E
x
c
e 

や
高
次
脳
の
程
度
に
よ
っ
て
こ
れ
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
に
も
ひ
と
り
ひ
と
り
異
な
る
よ

う
で
す
。

注
意
障
が
い
を
も
っ
私
の
場
合
は

さ
ん
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
る
運
転
の

適
性
検
査
の
の
ち
、
自
動
車
教
習
所
の
先

生
に
同
乗
し
て
い
た
だ
き
、
教
習
コ
ー
ス

で
の
適
性
検
査
を
う
け
、
許
可
を
得
て
、

明
石
の
運
転
免
許
更
新
セ
ン
タ
ー
に
行

き、
 

車
3
・
4
輪
車
に
限
る
)
等
の

付
帯
条
件
を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
希
望
す
れ
ば
当
施
設
で
の
習
熟
訓

練
(
有
料
)
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
流
れ

で
し
た
。

幸
い
、
私
の
場
合
に
は
入
所
時
の
目
標

を
な
ん
と
か
達
成
(
自
己
評
価
で
す
が
)

で
き
、
当
初
目
標
だ
っ
た 
9
月
か
ら
復
職

の
予
定
で
す
。

こ
こ
で
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
特
に
思

う
こ
と
は
次
の 
2
点
で
す
。

ま
ず 
1
点
目
は
、
こ
こ
は
リ
ハ
ビ
リ
病 

・ 

の
訓
練
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う


施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


私
も
そ
う
で
し
た
が
入
所
に
当
た
り
皆


さ
ん
が
最
も
不
安
に
思
わ
れ
る
点
だ
ろ
う


と
思
い
ま
す
。


私
は
、
「
リ
ハ
ビ
リ
は
人
に
し
て
も
ら

う
も
の
で
は
な
く
。
毎
日
自
分
で
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
。
と
い
う 

さ
ん
の

言
葉
と
、
復
職
を
考
え
る
上
で
よ
り
要
求

さ
れ
る
こ
と
(
条
件
)
を
考
慮
し
当
施
設

T 院
の
よ
う
に
毎
日
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
P

O
T

(
A
T

O
T

O
T
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へ
の
入
所
を
決
め
ま
し
た
。
�
 

2
点
目
は
、
当
施
設
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

化
し
て
行
く
上
で
最
も
良
か
っ
た
と
思
え

こ
と
は

・
私
は
一
人
じ
ゃ
な
い

.
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
自
分

頑
張
ら
な
い
と
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る

と
で
す
。

・
ど
ん
な
に
意
志
が
強
く
て
も
在
宅
で
毎

保西 利敦

A
Y
 

種事)グ

市

炉

開

週

2 昼食� 3 4 5 

9:00 9:15-9:30 9:45-10:30 10:45-11:30 11:45-13:∞13:15-14:ω 14:15-15:ω 15:00- ま れ の か ま 良 特と継
すた姿にさくに思続

月 朝干し� 
PT フリーウォ ーキング

高次脳機能障害支緩7'ロクヲム A
。らを工れな若いし�  

(観l脚 室) {敏子守コース) と見ネてついま続
思てルいて人すけ�  

OT ホームルーム い 、ギまいた 。る
火 朝礼 個別課員E 

(訓練室)
ロード

(第li¥'l) 
(第2・4週) 、誰すかち こ(倒芸)

日か�  40れが と
朝礼

フリーウォーキング 々が与私て頑 は
水 個別課題 能開OA

、4脳 1:1は 環境整備� 
(休刊百j) の頑えもい張 難

朝礼なし
訓 張 ら そ る つ し

自立の会� 

OT (第1.3遡) 練ろれん姿て い
木 朝礼 個別課題

(訓練室)
担王道訓練

教事長講座 にうたなに、 こ� 
(4) 励とらふいど と� 

PT 
んし 、うつん だ

金 朝礼 個別課題
(訓練室)

能開OA でて(にもど ろ
いく私誰励ん つ

利
用
者

林

や
完
成
度
に
欲
は
あ
り
ま
せ
ん
。

障
害
内
容
の
違
う
者
同
土
の
協
同
作
業

や
、
普
段
そ
れ
ぞ
れ
に
訓
練
し
て
い
る
中

で
の
こ
の
時
間
の
共
有
に
、
皆
さ
ん
が
参

加
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
頂
け
た
な
ら

今
回
の
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
は
大
成
功
だ

私
は
訓
練
課
に
入
所
し
て

8
ヶ
月
が
経

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

ち
ま
す
。
沢
山
の
方
が
退
所
し
て
社
会
復

た
。

帰
さ
れ
、
ま
た
新
し
く
入
所
さ
れ
る
の
を

見
て
き
ま
し
た
。
同
じ
施
設
で
生
活
し
て

い
る
と
言
っ
て
も
、
�
 1
0
0
名
弱
の
大
人

数
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
に
合
っ
た
訓
練
・
日

常
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で
、
な
か
な
か

個
人
で
お
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
せ
っ
か
く
年
齢
も
生
ま
れ
も

育
ち
も
障
害
も
違
う
私
た
ち
が
、
こ
う

い
っ
た
施
設
で
同
じ
時
期
に
出
会
っ
た
事

を
大
切
に
、
そ
し
て
楽
し
く
横
の
つ
な
が

り
を
少
し
で
も
広
げ
た
い
な
と
前
々
か
ら

密
か
に
に
た
く
ら
ん
で
お
り
、
今
回
の
手

打
ち
う
ど
ん
作
り
を
提
案
し
ま
し
た
。

快
く
蛇
を
と
っ
て
く
だ
さ
っ
た
支
援
員

さ
ん
と
優
し
く
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
利

用
者
さ
ん
の
お
陰
で
、
私
の
夢
が
叶
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
、
訓
練
の
一
環
と
は
思
え

な
い
く
ら
い
ち
ゃ
ん
と
し
た
(
笑
)
う
ど

ん
で
し
た
。
天
か
す
、
ね
ぎ
、
の
り
、
生

萎
に
冷
た
い
お
出

汁
そ
し
て
、
い
び

つ
な
打
ち
た
て
う

ど
ん
!
と
っ
て
も

美
味
で
し
た
。
正

直
、
手
際
の
良
さ
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ル
投
げ
、
福
本
さ
ん
は
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

1
0
0
M

田
さ
ん
は
�
 

走
と
ソ
フ
ト
ボ
ー

投
げ
に
、
増
田
さ
ん
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ
と
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
に
、
池

5
0
M

山
さ
ん
は
�
 

走
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

第
引
回
神
戸
市
一
害
者

ス
ポユ

ニ
パ
�
 
1
記
念
陸
上
競
技
場
、
ユ
ニ
パ
|

補
助
競
技
場
に
お
い
て
第
引
回
神
戸
市

陣
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。訓

練
課
か
ら
は
、
鷲
藤
一
八
さ
ん
、

増
由
美
信
さ
ん
、
上
山
貴
洋
さ
ん
、
池

田
大
地
さ
ん
、
福
本
賢
志
さ
ん
の

5
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
膏
藤
さ
ん
、
上

初
夏
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
晴
天
の
中
、

l
w，
大
会
に
拳
加
し
乞

ま
す
の
で
、
簡
単
で
す
が
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
と
い
う
種
目
で

す
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
や
り
投
げ
を

想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
タ
ー
ボ
ジ
ャ

ブ
(
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
)
と
い
う
手
具

を
い
か
に
遠
く
に
投
げ
る
か
を
競
い
あ

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

特
殊
な
競
技
種
目
が
あ
り
そ
れ
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
障
害
程
度
に
あ
わ
せ
て
誰
も

が
で
き
る
よ
う
考
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
で
は
こ
の
よ
う
な

い
か
な
い
競
技
で
す
。

に
刊
枚
の
デ
ィ
ス
ク
を
投
げ
、
何
枚
的

に
入
っ
た
か
を
競
い
合
い
ま
す
。
見
て

い
る
と
ど
ち
ら
も
簡
単
そ
う
で
す
が
、

屋
外
で
行
う
た
め
風
の
影
響
を
う
け
て

し
ま
い
、
な
か
な
か
練
習
ど
お
り
に
は

5

M

7

M

種
目
は
�
 
も
し
く
は
�
 
離
れ
た
的

離
を
競
い
あ
い
ま
す
。
ア
キ
ュ
ラ
シ
�
 
l

り
、
肩
ま
た
は
投
げ
る
方
の
腕
の
上
で

投
げ
、
振
り
回
し
た
り
し
て
は
い
け
な

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
と
い
う
競
技

に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
フ
リ
ス
ビ
ー
で
す
。
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
に
は
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
と
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
と
い
う
種
目
が

あ
り
ま
す
。
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て

は
デ
ィ
ス
ク
を
遠
く
に
投
げ
、
そ
の
距

た
。

ス
ク
競
技
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
さ
れ
ま
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

出
場
さ
れ
た
利
用
者
の
方
の
成
績
は
、

皆
さ
ん
三
位
ま
で
の
入
賞
を
果
た
し
、

金
、
銀
、
銅
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
ま

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
す
る
に

あ
た
り
、
な
か
な
か
練
習
の
時
聞
が
な

く
、
本
番
を
迎
え
ら
れ
た
利
用
者
の
方

も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
「
次
は
き
ち
ん

と
練
習
し
て
出
場
し
た
い
。
」
と
の
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
秋
に
行
わ
れ
る
「
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
予
選
も
兼
ね

て
い
ま
す
。
来
年
も
訓
練
課
か
ら
よ
り

多
く
の
利
用
者
の
方
が
こ
の
大
会
に
参

加
し
、
ぜ
ひ
「
全
国
陣
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」
出
場
を
果
た
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
�
 

い
ま
す
。
投
げ
方
は
握
り
の
部
分
を
握

こ
こ
で
聞
き
慣
れ
な
い
種
目
が
あ
り
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-v亙司司団長

••••••••••• いすタ，.ンヌ々 ラ.
暑い夏が終わろうと しています。 J

今回訓練謀では、初めての試みで「う 車いすダンスクラブはボランティア(神戸西車いすダンスの
会ピアチェーレ)の熱心な指導のもとで月� 2回活動しています。
車いすダンスはぺア(車いすと立位)が基本です.リズム、

どん作り」 に挑戦しました.粉をこ

ねる所から、 踏んで伸ばして切って

...... ・
�
 

ステップそして呼吸を合わせて初めて成立する奥の深いプログ
ラムです.現在はマンボを中心にダンスレッスンしていますが、…各自で出来ることを分担しながら

今後はサンパ、タンゴ、ワルツにもチャ
レンジしていく予定です.
ストレス解消やダイエット等、それ

ぞれの目的で楽しく活動していますの
でお披露目できる機会を楽しみにして

-..j..

.. 


美味しいう どんを作ることが出来ました。 普段

" 

•••• の訓練とはひと味違ったみなさんの姿は、 一段

といきいきとしているように見えました。残暑••••
. 

'... -・ ・・....... 

が続きますが、体調を整えて日 々の訓練に備え

ましょう。

• 

います。� 

•- .•.•.•....，..' ...，. 


